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預金口座等の不正な利用を防止するための取組みの強化について（要請）

「金融機関等による顧客等の本人確認等に関する法律の一部を改正する法律」

（平成１６年法律第１６４号）が第１６１回国会において成立し、別紙のとおり

１２月１０日に公布され、１２月３０日から施行されることになりました。

この法律は、インターネット等を通じて売買された他人名義の預金口座等を不

正に利用した詐欺等の犯罪行為が多発している現状にかんがみ、預貯金通帳等を

譲り受ける行為や、その誘引行為等についての罰則を定めることにより、預金口

座等の不正な利用の防止を図ろうとするものです。

同法が施行されますと、インターネット上の掲示板等において、預貯金通帳等

の売買等に関する広告その他これに類似する方法により人を誘引する行為が、同

法第１６条の２第４項の規定により新たに処罰の対象となります。

つきましては、インターネット上の掲示板等において、預貯金通帳等の売買等

に関する書込みを発見した場合には、公衆が閲覧できないようにするなどの必要

な措置を適切に講じるようにするとともに、都道府県警察に速やかに通報してい

ただくよう、傘下団体等への周知徹底をお願いいたします。
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よ
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に
係
る
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と
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又
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又
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掲
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反
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す
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す
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。

罰
金
刑
を
科
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
条

本
条
の
罰
金
刑

三

第
十
六
条

同
条
の
罰
金
刑


